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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 老人福祉館 所
管

福祉部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

高齢福祉課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

条例・規則

都

3,824

46,525

２５年度

3,967

　

地域の高齢者が健康で明るく生きがいのある生活を送れるようにするため、高齢者に活動の場を提供する。

（人）延利用者数

（人）

42,119

87,398

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

台東区立老人福祉施設の設置に関する条例および同条例施行規則

入谷老人福祉館・橋場老人福祉館・三筋老人福祉館の管理運営　

[終了予定]

全部委託（指定管理）

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

地域の高齢者に対して各種の相談に応じ、健康の維持・増進、教養の向上や交流の場を提供する。
（老人福祉館の事業内容：各種相談、ことぶき教室、コンサート、移動寄席、マッサージ、入浴サービス、
健康づくり・介護予防、サロン等）

（人）

 [施　　策]

区内に住む６０歳以上の方

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

88,000

50,000

86,636

48,462

87,907

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

イベントや講座の内容に工夫を凝らし、効率的な運営に努めている。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 56,625 55,758 56,500

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

地域での高齢者の介護予防や生きがいづくりの拠点としてニーズは高い。

維持

評
価
結
果

地域の高齢者が集まり活動する場として十分に機能している。

4 多くの事業を実施し、地域の高齢者の生きがいづくりに貢献している。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

高齢者人口の増加に対応し、高齢者の身近な活動拠点として定着している。引き続き老人福
祉センターを中心として相互連携を図りながら事業運営を進めていく。

高齢者の身近な活動拠点として利用者数を伸ばしている。

目的達成度 4

必要性

1,704

54,374 55,020

0

56,040 56,724

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

27

256 197

26

54,373 55,019

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

ことぶき教室等参加者数

健康づくり・介護予防事業参加者数

指標の名称

1,666

0

57,034

　決算額　　(単位：千円) 55,234

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

1,800

54,934

300

51

358

3,7774,200


